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中学生の体格は彼らの腋窩温に影響するのか？

宮原 時彦 甲田 勝康 坪井 宏仁

戸川可奈子 中村留美子 竹内 宏一

　本研究の目的は，体格と腋窩温との関連性を明らかにすることであった。調査対象は，静岡県内の一中学

校に通学する生徒373人であった。腋窩温の測定は水銀体温計によって行われ，1日2回（8:15, 15:45），

1回10分間の測定が1週間継続された。一方，我々は，体格の指標として，BMIを用いた。その平均値を

基準に，対象者は低BMI群および高BMI群の2グループに群分けされた。我々は，(1)午前および午後を

合わせた全10回の平均値，(2)午前，および(3)午後の3項目について，2群間の腋窩温の比較を行った。

　その結果として，分析対象となった3項目についてはいずれも，高BMI群の腋窩温が低BMI群に対し

て有意に低い値を示した（p＜0.01, p＜0.01, p＜0.05）。したがって，少なくとも本研究における測定条件下

では，体格は腋窩温の低下の一要因である可能性がある。
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